
付紙様式第 2 

事 業 評 価 書 

補 助 事 業 名 教育文化施設： 女性総合センター第三学習室視聴覚設備等更新工事 

補助事業者名 東京都立川市長 

実 施 場 所 東京都立川市曙町二丁目 36 番２号 

補助事業の目標 

女性総合センターは平成６年に開設し、27 年が経つ建物である。第３学習室の

視聴覚設備については、部分的な機械の入れ替えは行っているが、全体的な劣

化は激しく、施設貸し出し中の機器トラブルのリスクが年々増加している。有

料の施設としてこの状態を放置できないため、更新することにより、市民の利

便性を高めることを目的とする。  

【参考指標】 

 女性総合センター第三学習室の利用人数：10,236 名 

（令和３年４月１日～令和４年３月 31 日） 

補助事業の内容 女性総合センター第三学習室視聴覚設備の改修 

補助事業の始期 

及 び 終 期 
令和４年度 

事 業 費 及 び 

交 付 金 額 

 
令和 3年度以

前 
令和 4年度 令和 5年度以降 合計 

事 業 費 

 

円 

- 

 

7,491,000円 

 

円 

- 

 

7,491,000

円 

 

交付金額 
円 

- 

5,000,000円 

 

円 

- 

5,000,000

円 

 

補助事業の成果

及び評価並びに

地域住民への周

知の実施状況 

〔補助事業の成果及び評価〕 

・第三学習室利用者に改修後の設備について聞き取り調査を行ったところ、「使

いやすくなった。」「DVD の操作がやりやすかった。」「機器がワンクリックで利

用でき、スクリーンもきれいに投影され快適だった。」等の評価を得た。市民の

利便性を高めるというという目標を達成することができた。 

〔地域住民への周知の実施状況〕 

・市の広報誌やホームページにて交付金事業であることを周知する。 

・改修後交付金事業である旨を表示し周知した。 

事業の改善措置

及び今後の対応 
無 

事業の評価に際

しての第三者機

関の活用の有無 

無 

 



補助事業の成果の目標

　立川市練成館は昭和39年度に開設し、昭和50年の第二剣道場増築、昭和57
念の相撲場増築などを経て、現在に至っている。平成24年度に耐震改修工事
を行っているが、建具・配管類は対象外であった。また、第二剣道場・相撲
場はこれまで改修工事を行っておらず、建築・設備の老朽化が顕著となって
いる。
　これを改修することにより、より安全で快適に利用できる施設環境を整備
し、もって市民の健康増進及び地域振興につなげる。

【参考指標】
　練成館の年間利用者数
　　平成22年度　29,778人
　　平成24年度　37,715人
　　平成26年度　45,024人
　　平成28年度　36,390人
　　平成30年度　37,638人
　　令和２年度　21,256人
　　令和３年度　28,031人

交付金額

事業費及び交付金額 事 業 費

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無

補助事業の始期及び終期 令和4年度

補 助 事 業 の 内 容 中規模改修工事

令和３年度 令和４年度 令和５年度 計

0 94,673,000

補 助 事 業 名
横田飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
練成館中規模改修工事）整備事業

0 94,673,000

事業評価に際しての
第三者機関の活用の
有 無

　　無

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
市検査部門検査員による完了検査により、瑕疵なく施工完了し安全性が確保
されていることを確認。また、施設管理委託事業者や利用者への聞取りにお
いて、「たいへんきれいになった」「ＬＥＤ化により、場内が明るくなっ
た」との声が寄せられていることから、より安全で快適に利用できる施設環
境が整備され、市民の健康増進及び地域振興につながったものと判断する。
〔地域住民への周知の実施状況〕
工事看板に交付金を活用している旨記載し周知した。また、令和5年3月10日
号広報紙にて交付金活用事業として紹介したほか、6月中に市ホームページ
にも掲載を予定している。

0 142,709,490 0 142,709,490

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

円 円 円 円

補 助 事 業 者 名 立川市長

実 施 場 所 立川市練成館



補助事業の始期及び終期 令和4年度

令和３年度 令和４年度 令和５年度 計

交付金額

事業費及び交付金額

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無

補助事業の成果の目標

　照明柱の老朽化・腐食により傾倒する恐れがあるため、照明柱を撤去及び
新設するとともに、ＬＥＤ化することにより、利便性の向上を図ることを目
的とする。

【参考指標】
　〇利用状況　　　　件数　　　　人数
　　平成31年度　　　6,078　　　30,736
　　令和２年度　　　5,271　　　29,159
　　令和３年度　　  5,450　　　30,267

事 業 費

補 助 事 業 の 内 容 照明柱の撤去・新設

0 22,000,000 0 22,000,000

0 22,220,000 0 22,220,000

事業評価に際しての
第三者機関の活用の
有 無

　　無

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
市検査部門検査員による完了検査により、瑕疵なく施工完了し安全性が確保
されていることを確認。また、施設管理委託事業者や利用者への聞取りにお
いて、「たいへん明るくなった」「ナイター利用時のボールが見やすくなっ
た」との声が寄せられていることから、より安全で快適に利用できる施設環
境が整備され、市民の健康増進及び地域振興につながったものと判断する。
〔地域住民への周知の実施状況〕
工事看板に交付金を活用している旨記載し周知した。また、令和5年3月10日
号広報紙にて交付金活用事業として紹介したほか、6月中に市ホームページ
にも掲載を予定している。

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

円 円 円 円

補 助 事 業 者 名 立川市長

実 施 場 所 立川市泉町庭球場

補 助 事 業 名
横田飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
泉町庭球場夜間照明設備改修工事）整備事業



付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

円 円 円 円

補 助 事 業 者 名 立川市

実 施 場 所 立川市柴崎町1丁目３番４号（立川市立立川第一中学校）

13,862,200 0 13,862,200

0 11,000,000

事業評価に際しての
第三者機関の活用の
有 無

　　無

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
工事終了後に教職員に聞き取りを行ったところ、「水がきれいになった」、
「教職員の水に対する不安が減った」等の好評を得ており、給水管の改修工
事により教育施設の充実及び教育環境の向上を図ることができたと判断す
る。

〔地域住民への周知の実施状況〕
・工事期間中、工事看板へ特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した工事
である旨を記載し周知した。
・工事完了後、校内の掲示板に特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し整
備した旨を掲示したほか、今後、市広報及びホームページに掲載する。

補 助 事 業 名 教育文化施設：立川第一中学校給水管改修工事

補 助 事 業 の 内 容 漏水や破裂などの可能性がある経年劣化した配管を改修する。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 計

11,000,000

事 業 費

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無

補助事業の始期及び終期 令和４年度

補助事業の成果の目標

　本工事対象の立川第一中学校の給水管については、昭和３５年の創立以来
６２年が経過し、配管の対応年数である２０年から３０年を大幅に超過して
おり、著しい劣化によるひび割れからの漏水が懸念される状態であり、万が
一、漏水が発生した場合、手洗い場やトイレが使用できない状況となる等、
円滑な学校運営に支障が生じるおそれがある。
　そのため、本工事で給水管の改修工事を行い、安全かつ安定的に給水設備
を使用できるよう改善を図り、教育環境の向上に資するものである。

交付金額

事業費及び交付金額



(34,928,300) ※（）は総事業費 (34,928,300)

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

円 円 円 円

補 助 事 業 者 名

19,000,000

事業評価に際しての
第三者機関の活用の
有 無

　　無

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
工事終了後に教職員に聞き取りを行ったところ、「凸凹がなくなり、活動し
やすくなった」、「土が柔らかくなり怪我をする可能性が減った」、「球技
等の競技の活動がしやすくなった」等の好評を得ており、校庭整備により教
育施設の充実及び教育環境の向上を図ることができたと判断する。

〔地域住民への周知の実施状況〕
・工事期間中、工事看板へ特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し他工事
である旨を記載し周知した。
・工事完了後、校内の掲示板に特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し整
備した旨を掲示したほか、今後、市広報及びホームページに掲載する。

24,471,700 24,471,700

補 助 事 業 名 教育文化施設：立川第一中学校校庭整備工事

立川市長

実 施 場 所 立川市柴崎町1丁目３番４号（立川市立立川第一中学校）

補 助 事 業 の 内 容
経年劣化により、凸凹になってしまい危険な状態であり、授業実施の妨げと
なっている校庭を整備する。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 計

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無

補助事業の始期及び終期 令和４年度

19,000,000交付金額

事 業 費

補助事業の成果の目標

　立川第一中学校の校庭については、昭和３５年の創立から６２年経過し、
経年劣化及び風雨によって凸凹が生じている。また、同校庭が不陸となって
おり、雨天時に大きな水たまりが多々発生し、排水までに時間を要し、計画
的な授業の実施の妨げとなっている。
　そのため、安全及び安定的に使用できるように校庭を整備し、教育環境の
向上を図る。

【参考指標】
　立川第一中学校の生徒数：４２５名（令和４年４月７日現在）

事業費及び交付金額



付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

円 円 円 円

補 助 事 業 者 名 立川市

実 施 場 所 立川市若葉町3-19-5（立川市立立川第九中学校）

30,313,800 0 30,313,800

0 21,000,000

事業評価に際しての
第三者機関の活用の
有 無

　　無

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
工事終了後に教職員に聞き取りを行ったところ、「突然の不具合等の心配が
無くなり、安心して使用できるようになった」等の好評を得ており、エレ
ベータの改修工事により教育施設の充実及び教育環境の向上を図ることがで
きたと判断する。

〔地域住民への周知の実施状況〕
・工事期間中、工事看板へ特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した工事
である旨を記載し周知した。
・今後、校内の掲示板に特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し整備した
旨を掲示するほか、市広報及びホームページに掲載する。

補 助 事 業 名 教育文化施設：立川市立立川第九中学校改修工事（昇降機設備）

補 助 事 業 の 内 容 既存エレベータの不具合箇所及び経年劣化箇所の改修。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 計

21,000,000

事 業 費

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無

補助事業の始期及び終期 令和４年度

補助事業の成果の目標

　本工事対象の立川第九中学校のエレベーターは、車椅子使用者の乗降及び
給食配膳、その他非常時等での利用であるが、平成１２年の設置より２２年
が経過し、法定耐用年数である１７年を過ぎていることもあり、突如停止す
るなどの経年劣化による不具合が生じている状態にある。
　そのため、本工事で昇降設備の改修工事を行い、安全に使用できるよう改
善を図り、教育環境の向上に資するものである。

交付金額

事業費及び交付金額



付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

円 円 円 円

補 助 事 業 者 名 立川市

実 施 場 所 第10分団詰所（立川市若葉町2-9-32）

24,145,000 24,145,000

20,000,000 20,000,000

事業評価に際しての
第三者機関の活用の
有 無

　　無

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
　該当分団の消防団員に聞き取りをしたところ、ポンプや照明をはじめとす
る装備の性能が旧車両より向上しており、災害現場での活動に役立ったとの
意見を得たので、立川市の消防力向上を達成できたと判断する。

〔地域住民への周知の実施状況〕
　・「広報たちかわ」、「市ホームページ」に掲載
　・車体に交付金事業であることを表示

補 助 事 業 名 消防に関する施設：消防ポンプ自動車購入事業

補 助 事 業 の 内 容 消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型）1台購入

2年度 3年度 4年度 計

事 業 費

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無

補助事業の始期及び終期 令和４年度

補助事業の成果の目標

　立川市消防団第10分団の消防ポンプ自動車は、平成19年度に購入してから
14年が経過し、老朽化が進んでいる。
　消防団員からは、真空ポンプ性能や加圧性能が低下しており、本来の性能
が発揮できない状態と報告を受けている。このまま当該車両を使用し続ける
ことは立川市の防災力を縮小させてしまうこととなる。
　立川市地域防災計画では消防ポンプ自動車について概ね15年を目安に更新
することとしており、計画が求める消防力を満たすためにも、上記車両の更
新が不可欠である。
　よって、市民の安全を守るため、老朽化した消防ポンプ自動車を更新し、
立川市の消防力を向上させる。

【参考指標】
・立川市の人口・面積　185,201人・24.36㎢（令和４年４月１日時点）
・第10分団：火災出動回数　年24回（平成31～令和３年度平均）
　　　　　　　出動範囲　幸町、若葉町、栄町、高松町、曙町
　　　　　　　　　　　　　　羽衣町、柏町、錦町
　　　　　　　協定に基づき、小平市、国分寺市、国立市の一部にも出動

交付金額

事業費及び交付金額



事業評価に際しての
第三者機関の活用の
有 無

　　無

28,000,000 10,229,642 158,669,518

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
・高齢者等へのインフルエンザ予防接種について、実施期間中、本事業が安定的に遂行
された結果、接種者数は29,071人、接種率は63.4％となった。また、市内医療機関及び
介護施設への聞き取りを実施したところ、「予防接種を行ったら、入院患者や入所者に
おいて感染者が生じなかった」といった声があり、高齢者のインフルエンザの発病及び
重症化並びに集団感染の防止を図ることができたと判断した。

〔地域住民への周知の実施状況〕
・市の広報「広報たちかわ」、市ホームページ及び予防接種の勧奨案内チラシに、交付
金を活用した事業である旨を掲載した。

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無

4 23,932,000 0 0 190

3 0 0 0 385

121,178,020 80,000,000 42,297,067

23,932,190

161,296,992

385 28,000,000 14,297,452 72,486,068

2 121,178,000 0 0 20

54,854,125

元 23,721,000 0 0 47 23,721,047 28,000,000 1,119,047 61,654,640

0 0 5,398,000 0 5,398,000

補助事業の始期及び終期
基金の造成：平成30年度から令和５年度
基金の処分：平成31年度から令和５年度

事業費及び交付金額

基金造成額(A)
基金

処分額
(B)

基金
残額

(A)-(B)

継続事業に
要した額年度 交付金

市町
村費
等

その他 運用益 計

30 5,398,000 0

実 施 場 所 市内医療機関等

補助事業の成果の目標

　65歳以上の市民及び心臓・腎臓・呼吸器等に障害があり、障害者手帳１級を所持する
60歳から64歳までの市民に対し、インフルエンザ予防接種事業を安定的に遂行すること
により、季節性インフルエンザの発病及び重症化並びに集団感染の防止に努める。

【参考指標】高齢者インフルエンザ予防接種
  令和２年度実績　対象人数45,254人、接種人数29,672人（接種率65.6％）
  令和３年度実績　対象人数45,656人、接種人数23,913人（接種率52.4％）
　令和４年度実績　対象人数45,855人、接種人数29,071人（接種率63.4％）

補 助 事 業 の 内 容
高齢者が季節性インフルエンザ予防接種を受ける場合に、今年度は実費負担なく接種で
きるよう費用を助成して、高齢者の負担軽減を図る。

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名 医療に関する事業：高齢者インフルエンザ予防接種事業（基金）

補 助 事 業 者 名 立川市長



補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
・子どもへのインフルエンザ予防接種について、実施期間中、本事業が安定的に遂行された
結果、接種人数は7,204人、接種率は43.7％となった。また、市内医療機関への聞き取りを実
施したところ、「未接種の子どもと比べて、接種後の子どもへの感染、発症した症例が少な
かった。重症化も防いでいる」との声があり、子どもの免疫力を高め、インフルエンザの発
病及び重症化並びに集団感染の防止を図ることができたと判断した。

〔地域住民への周知の実施状況〕
・市の広報「広報たちかわ」、市ホームページ及び予防接種の勧奨案内チラシに、交付金を
活用した事業である旨を掲載した。

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　無

25,883,300

0 0 140,593,000

4 0 0 0 1,240

140,593,000 03 140,593,000 00

実 施 場 所 市内医療機関等

補助事業の成果の目標

　生後６か月から小学６年生までの市民に対し、インフルエンザ予防接種事業を安定的に遂
行することにより、季節性インフルエンザの発病及び重症化並びに集団感染の防止に努め
る。

【参考指標】子どもインフルエンザ予防接種
  子どもインフルエンザ予防接種
　令和２年度実績　対象人数16,940人、接種人数9,386人　（接種率55.4％）
　令和３年度実績　対象人数16,845人、接種人数7,533人　（接種率44.7％）
　令和４年度実績　対象人数16,473人、接種人数7,204人　（接種率43.7％）

補 助 事 業 の 内 容
子ども（生後６か月から小学６年生）が季節性インフルエンザ予防接種を受ける場合に、接
種費用について、１回につき1,500円助成して、保護者等の負担軽減を図る。

補助事業の始期及び終期
基金の造成：令和３年度から令和10年度
基金の処分：令和４年度から令和10年度

事業費及び交付金額

基金造成額(A)
基金
処分額
(B)

基金
残額

(A)-(B)

継続事業に要
した額年度 交付金

市町村
費等

その他 運用益 計

140,594,240 25,000,000 115,594,240

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名 医療に関する事業：子どもインフルエンザ予防接種助成事業（基金）

補 助 事 業 者 名 立川市長



付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名 医療に関する事業：自動体外式除細動器（ＡＥＤ）整備事業（基金）

補 助 事 業 者 名 立川市長

実 施 場 所 市内公共施設及びコンビニエンスストア

補助事業の成果の目標

　不特定多数の市民が利用する市内公共施設及びコンビニエンスストアに自動体外式除
細動器（ＡＥＤ）を整備することにより、施設・店舗の利用者及び周辺住民の緊急事態
に備え、安全安心のまちづくりに寄与する。
　

補 助 事 業 の 内 容
市内公共施設及びコンビニエンスストアに設置する自動体外式除細動器（ＡＥＤ）につ
いて、維持管理する。

補助事業の始期及び終期
基金の造成：令和３年度から令和11年度
基金の処分：令和４年度から令和11年度

事業費及び交付金額

基金造成額(A)
基金
処分額
(B)

基金
残額
(A)-(B)

継続事業に
要した額年度 交付金

市町
村費
等

その他 運用益 計

3 30,000,000 0 0

4 5,700,000 0 0 264 5,700,264 5,700,000

0 0 30,000,000 0 30,000,000

事業評価に際しての
第三者機関の活用の
有 無

　　無

30,000,264 5,745,157

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
・周辺住民への聞き取りを実施したところ、「突然人が倒れても、ＡＥＤがあれば対応
できる」「ＡＥＤがあるので、もしものことがあっても安心だ」との声があり、ＡＥＤ
の整備により不測の事態に備えた環境が整い、安全安心のまちづくりに寄与できている
と判断した。

〔地域住民への周知の実施状況〕
・ＡＥＤ本体に当該交付金を活用して実施している旨を記載。
・市の広報やホームページに当該交付金を活用し実施した事業である旨を掲載した。

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

　　無
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